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添付文書管理番号 G9T-01 

取扱説明書等を必ず参照する

2. 相互作用（他の医薬品・医療機器等との併用に関すること） 

1) 併用禁忌・禁止（専用品以外併用しないこと） 

医療機器の 
名称等 

臨床症状・ 
措置方法 

機序・危険因子 

専用品以外

の製品 
不具合による危

険性が高まるお

それがある。 

装着部の不適合により、

正しく骨セメントの混

合、注入が行えない。 

 

3. 不具合・有害事象 

不適切な管理、取扱いによって、目的とする用途に適さなくなっ

たり、腐食、分解、歪み及び破損が生じたり、患者又は手術ス

タッフのけがの原因になる可能性がある。 
 
以下の不具合・有害事象が発現する可能性がある。 

〔その他の不具合〕 

1) 機器の使用中における過負荷が原因により起こる、本品の

屈曲、切断 

2) 当該製品の破損 

〔その他の有害事象〕 
1) 感染症 

2) 手術による神経組織の損傷、脊髄硬膜の損傷、硬膜液漏洩、

血管の圧迫、周辺臓器の損傷 

 

上記の項目が不具合・有害事象の全てではない。 

これらの不具合・有害事象の治療のため再手術が必要な場合も

ある。 

 

4. 高齢者への使用 

高齢者は､骨粗鬆症化している場合が多く、術中に過度の力を加

えることにより骨折したり､インプラント後に固定部の緩み等

が起きたりする可能性があるので慎重に使用すること。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

保管方法：高温、多湿、直射日光をさけ室温で保管 

有効期間：外箱の表示を参照（自己認証による） 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

日本ストライカー株式会社 

連絡先電話：03-6894-0000（代表） 

 


